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弘前市民参画センター

ＰＩＣＫ
ＵＰ！

男
女

共
同

参
画

の
視

点
で

読
む

弘前城天守は

石垣改修に伴う

曳屋工事により

77.6メートル

移動しました！

弘前市マスコットキャラクター『たか丸くん』

弘前市民参画センター事業紹介「平成29年度第３回ひとにやさしい社会推進セミナー」 Ｐ２

「弘前市女性活躍推進企業紹介」 Ｐ３

「hirosaki smart project 女性活躍推進異業種交流会」 Ｐ３

まなぼ「イクボスってどんなひと？」 Ｐ４

おとこの気持ち聞いちゃいました「スローライフの人」 Ｐ５

さんかくひとりごと「国民の祝福を受けて」 Ｐ５

男女・団体紹介「こころのよりどころとしての居場所作り」 Ｐ６
ひ と グループ

利用者・利用団体紹介「アムネスティ・インターナショナル日本 弘前グループ」ほか Ｐ７

本の紹介「未来のだるまちゃんへ」 Ｐ８

センターからのお知らせ Ｐ８

希
望

は

目
覚

め
て

い
る
人

間
の

夢
で

あ
る

ア
リ

ス
ト

テ
レ

ス
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が
難
し
く
Ｄ
Ｖ
に
繋
が
る
可
能
性
も
あ

る
と
説
明
。
あ
る
研
究
か
ら
、
強
い
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
場
合
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た

妻
が
一
旦
、
夫
か
ら
隔
離
さ
れ
て
も
ま

た
自
分
か
ら
戻
っ
て
し
ま
う
と
い
う
結

果
を
紹
介
。
「
妻
が
仕
事
を
し
て
い
な

い
、
衣
食
住
を
夫
に
依
存
し
て
い
る
状

態
で
は
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

り
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
」

と
語
り
、
恋
愛
関
係
で
も
二
人
だ
け
の

関
係
に
労
力
を
使
い
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
狭
く
な
る
と
問
題
が
起
こ
る

と
話
し
ま
し
た
。

第
三
者
の
介
入
で
大
人
側
が
で
き
る

こ
と
は
、
リ
ス
ク
を
伝
え
る
一
次
予
防

や
早
期
発
見
を
し
て
問
題
行
動
を
回
避

す
る
二
次
予
防
。
起
き
て
し
ま
っ
た
Ｄ

Ｖ
の
再
発
防
止
を
す
る
三
次
予
防
が
あ

る
と
紹
介
。

古
村
さ
ん
は
、
一
次
予
防
の
研
究
と

し
て
の
介
入
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話

し
ま
し
た
。
「
恋
人
か
ら
の
暴
言
な
ど

に
対
し
て
嫌
だ
と
言
え
な
い
場
合
、
後

に
Ｄ
Ｖ
を
許
す
こ
と
に
発
展
す
る
。
実

験
で
学
生
に
恋
人
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
行

動
に
対
し
て
嫌
だ
と
主
張
す
る
よ
う
に

教
育
し
、
後
に
面
接
を
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
学
生
が
嫌
わ
れ
た
く
な
い
、
怒

ら
れ
る
と
怖
い
と
い
う
理
由
で
言
え
な

か
っ
た
と
答
え
た
。
嫌
だ
と
い
え
る
よ

す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
が
大
き
な

問
題
と
指
摘
し
ま
し
た
。

古
村
さ
ん
は
、
恋
愛
関
係
に
は
〝
安

心
の
輪
〟
と
い
う
信
頼
関
係
が
あ
る
と

話
し
、
「
恋
人
が
居
る
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
り
、
慰
め
て
も
ら
っ
た
り
で
き

る
。
恋
人
を
基
地
と
し
て
外
の
世
界
へ

冒
険
し
た
り
ぐ
る
ぐ
る
回
る
輪
の
よ
う

に
安
全
基
地
・
避
難
場
所
へ
戻
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
解
説
。
そ
の
基
地
に
な

る
関
係
は
、
幼
児
期
は
父
母
・
養
育
者

で
あ
り
、
大
人
に
な
る
と
友
人
・
恋
人

に
代
わ
っ
て
い
く
と
語
り
ま
し
た
。

恋
愛
感
情
と
脳
の
神
経
伝
達
物
質
の

分
泌
の
関
連
か
ら
適
応
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
恋
愛
関
係
が
推
測
さ
れ
る
と
古
村

さ
ん
。
「
恋
愛
関
係
が
進
む
と
脳
に
快

楽
を
感
じ
る
物
質
や
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん

に
母
乳
を
あ
げ
る
と
き
に
出
る
神
経
物

質
と
同
じ
も
の
が
出
る
。
そ
の
た
め
相

手
を
ケ
ア
し
た
い
、
世
話
し
た
い
と
い

う
行
動
が
引
き
出
さ
れ
る
」
と
語
り
ま

し
た
。

恋
愛
関
係
で
満
た
さ
れ
て
い
た
欲
求

が
別
れ
る
こ
と
に
よ
り
満
た
さ
れ
な
く

な
り
、
是
が
非
で
も
別
れ
た
く
な
い
続

け
た
い
気
持
ち
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
＝

関
係
継
続
意
思
）
が
強
い
場
合
、
離
脱

う
に
自
分
と
対
象
者
が
相
手
へ
の
伝
え

方
を
話
し
合
う
行
動
計
画
を
立
て
た
こ

と
で
、
対
象
者
自
身
が
嫌
だ
と
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
認
識
で
き
る
機

会
が
増
え
た
」
と
成
果
を
報
告
。
知
識

を
啓
発
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
緒
に

考
え
て
答
え
を
導
く
よ
う
な
係
わ
り
が

必
要
と
語
り
ま
し
た
。

性
感
染
症
の
危
険
性
に
つ
い
て
古
村

さ
ん
は
、
初
め
て
恋
人
が
で
き
た
女
性

を
例
に
あ
げ
「
彼
氏
の
元
カ
ノ
の
元
カ

レ
を
た
ど
っ
た
と
し
て
避
妊
具
を
付
け

ず
性
行
為
を
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
者
が

い
た
ら
、
相
手
と
た
っ
た
１
回
の
性
行

為
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
リ
ス
ク
は
あ
る
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
の
問
題
は
身
近
な
問
題
」
と
語
り

ま
し
た
。
現
在
日
本
で
は
若
い
世
代
の

異
性
間
梅
毒
も
増
え
て
い
る
状
況
も
説

明
し
、
恋
愛
関
係
に
ま
つ
わ
る
感
染
症

な
ど
の
リ
ス
ク
や
避
妊
具
の
利
用
な
ど

の
対
策
に
つ
い
て
し
っ
か
り
教
育
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
述
べ
ま
し
た
。

弘前市民参画センター事業紹介

講師の古村健太郎さん

３
月

14日
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
社
会

推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
ヒ
ロ
ロ
ス
ク
エ
ア
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
講
師

の
古
村
健
太
郎
さ
ん
が
「
恋
愛
関
係
を

心
理
学
か
ら
考
え
る
～
二
人
だ
け
の
世

界
が
も
た
ら
す
帰
結
は
〝
幸
せ
〟
か
〝

不
幸
せ
〟
か
」
と
題
し
講
演
し
ま
し
た
。

古
村
さ
ん
は
、
恋
愛
関
係
は
キ
ス
や

性
的
関
係
で
の
区
別
は
困
難
で
、
告
白

と
承
諾
で
成
立
つ
関
係
で
あ
る
と
話
し
、

「
恋
愛
関
係
に
な
る
と
恋
人
以
外
と
は

恋
人
ら
し
い
行
動
は
し
な
く
な
る
。
結

婚
は
、
法
的
な
関
係
に
な
り
拘
束
力
が

さ
ら
に
強
く
な
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

恋
愛
関
係
は
視
野
を
広
げ
る
と
学
校

や
職
場
な
ど
で
繋
が
っ
て
い
る
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
分
で
あ
る
の
に
、

二
人
だ
け
の
世
界
を
作
り
や
す
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
境
界
を
作
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
外
か
ら
は
見
え
な
く
な

り
Ｄ
Ｖ
が
発
生
し
て
も
助
言
や
介
入
を

平
成

29年
度

第
３

回
ひ

と
に

や
さ

し
い

社
会

推
進

セ
ミ

ナ
ー

相
互
依
存
す
る
恋
人
た
ち

第
３
者
の
重
要
性
？
教
育
へ
の
挑
戦

会場では質疑応答も行われ、来場

者は相談を受けたときの対応の仕

方や、性教育に関することなど熱

心に聞き入っていました。

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
恋
愛
関
係



3

弘前市民参画センター事業紹介

平成29年１月にスタートした「弘前市人口減少対策に係る企業認定制度（女性活躍推進企業）」

ですが、今号では認定のメリットと、認定された企業の取り組みをご紹介します。

認定マーク

★弘前市女性活躍推進企業紹介★

認定番号 企業名 取組内容（一部）

第37号 株式会社 旭組

女性の活躍を奨励することや積極的な女性の採用を、就業規則で定めている。育

児・介護のために短時間勤務や始業・終業時間の繰り上げ、繰り下げが出来

る。・ハラスメントの相談窓口を設け、女性の働きやすさに配慮を行っている。

～金融機関の融資制度の金利が引き下げされます～
認定制度を支援している金融機関（青森銀行、みちのく銀行、東奥信用金庫、青森県信用組

合、青い森信用金庫）では、認定企業及び従業員に対し、金利優遇の支援を行っています。

～総合評価落札方式による入札で技術評価点として加点されます～
建設工事（土木一式工事、建築一式工事、電気工事、管工事）の入札において実施してい

る総合評価落札方式による入札制度で技術評価点として加点されます。

～女性活躍に関する研修等をご案内します～
県や市で主催する女性活躍に関する研修や講座の優先案内・情報提供が受けられます。

メリッ
ト１

メリッ
ト２

メリッ
ト３

認定された企業のご紹介

随時申請を受け付けています。

詳しくは、下記へお問合せか、市のホームページをご覧ください。

問合せ先 ： 弘前市 市民文化スポーツ部 市民協働政策課

市民参画センター TEL0172-31-2500 FAX0172-36-1822

h
i
r
o
s
a
k
i
s
m
a
r
t

p
r
o
j
e
c
t

女
性

活
躍

推
進

異
業

種
交

流
会

今
年
度
で
３
年
目
に
な
る
「
h
i
r
o
s
a

k
i
s
m
a
r
t
p
r
o
j
e
c
t
女
性
活
躍
推
進

異
業
種
交
流
会
」
の
平
成

30年
度
第
１

回
交
流
会
を
７
月

18日
ヒ
ロ
ロ
で
開
催

し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
弘
前
市
と
弘

前
市
の
地
方
創
生
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
協

定
を
締
結
し
て
い
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
株
式
会
社
が
事
務
局
と
な

り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
団
体
の

中
に
は
女
性
社
員
が
少
な
い
企
業
も
あ

り
、
こ
の
交
流
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

他
の
業
種
の
女
性
社
員
と
の
情
報
交
換

や
、
他
の
企
業
の
「
先
輩
」
か
ら
育
児

と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て
の
貴
重
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
刺
激
を
も
ら
え
る
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
弘
前
市
女
性
活
躍
推

進
企
業
認
定
第
１
号
と
な
っ
て
い
る
株

式
会
社
Ｉ
Ｍ
Ｓ
代
表
取
締
役
の
三
上
友

子
さ
ん
が
「
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
女
性

38名
と

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
計

50名
と
な
り
、
ゲ
ー

ム
で
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
後
は
楽
し
い

雰
囲
気
で
研
修
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

講
師
の
三
上
さ
ん
か
ら
は
、
最
初
に

マ
ナ
ー
の
必
要
性
の
説
明
が
あ
り
、
挨

拶
の
大
切
さ
や
お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
、

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

敬
語
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
記
入
し

な
が
ら
普
段
何
気
な
く
間
違
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
言
葉
遣
い
も
学
び
ま
し

た
。
三
上
さ
ん
の
「
マ
ナ
ー
は
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
で
す
」
と
い
う

言
葉
に
参
加
者
は
う
な
ず
い
て
聞
い

て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
女
性
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
が
業
績
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
と
考
え
る
会
社
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
年

度
の
途
中
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

自
社
で
は
、
な
か
な
か
機
会
が
作
れ

な
い
と
悩
ん
で
い
る
企
業
・
団
体
の

か
た
は
、
ぜ
ひ
弘
前
市
民
参
画
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ビジネスマナーの

ポイントを説明す

る三上さん

各企業などから集まった参加者の皆さん
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ま な ぼ「イクボスってどんなひと？」

このページは男女共同参画についての学びを深めようという

ことから企画されているページです。

「イクボス」というと「イクメン」という言葉と重なり「イク
メンたちのボス？」などと簡単に考える人はいないだろうか。

初めてこの言葉を聞いた時には自分自身がそうだったから…。
これからは職場のキーマンとなるであろう「イクボス」につい

て考えてみた。

（身近なところで青森県のホームページ「増やそう、イクボス！

～誰もが活躍できる環境づくりを～」を参考に）

◎ 「イクボス」とは

職場で一緒に働く部下やスタッフのワークライフバランス（仕事と生活の調和）を考えて多様な

働き方とその人のキャリアと人生を応援しながら、しっかりとチームを管理し組織としての成果を

出せる上司（経営者・管理職）のことである。そのためには上司自身のワークライフバランスも不

可欠で、自身の仕事も私生活も大切にできる上司でもある。

・部下のワークライフバランスとキャリアを応援。

・組織としての成果をあげる。

・上司自身のワークライフバランスを実現。

これらが ＜イクボスの３要素＞ といわれている。

◎ なぜ今「イクボス」なの？

人口減少、労働力人口減少が進むなか、これまでのように働き方に制約のない男性正社員を中心

に組織を構成することは限界にきている。また、夫婦共働き世帯の増加に伴い夫婦二人で子どもを

育てる必要がある、親の介護を担う必要がでてくるなど、育児や介護のために時間や場所に制約の

ある働き方をせざるをえない人が増えている。また、仕事と同じように地域活動やボランティア活

動、勉強や習い事、趣味といった私生活も大切にしたいという人もいる。

育児や介護、傷病、高齢などの理由で、従来であれば辞めざるをえなかったような、働き方に制

約のある「人財」であっても、持てる能力を十分に発揮できる環境づくり、誰もが活躍できる組織

にすることで、希望する働き方を実現できる期待などから優秀な「人財」の確保につながり、継続

した就労が可能になることで「人財」の定着にもつながっていく。

誰もが働きやすい組織にするためには、経営者や管理職がワークライフバランスを実現できる多

様な働き方の必要性を理解し、働きやすく生産性の高い組織となるように管理することが重要にな

る。「ボス」が変わることでその効果が大きく現れることを期待できる。「イクボス」が職場でしっ

かりと役割を果たすことで誰もが働きやすい職場環境が整備されることになる。

◎ イクボス宣言している企業はあるの？

最近は県内でも「イクボス宣言」をしている経営者、管理職がいる企業が増えているとのこと。

青森県では「あおもりイクボス宣言企業登録制度」を設け、管理者等が「イクボス宣言」を行い、

県に申し出た企業を「あおもりイクボス宣言企業」として登録している。登録企業の情報はホーム

ページでも確認できる。「あおもりイクボス宣言企業」として登録されると、「あおもり働き方改

革推進企業」の認証の一つである「働き方改革に関する風土づくりに努めていること」を満たす企

業としてみなされることから企業のイメージアップにもつながる。

◎ ワークライフバランスの実践

ワークライフバランスとは、生活と仕事、どちらか一方を犠牲にするものではなく、そのバラン

スに決まりがあるわけでもない。結婚や育児、傷病など人生のタイミングによって仕事と生活のバ

ランスは変わっていくのが自然である。生活と仕事の両立を支援する制度の導入だけでなく、制度

を活用しやすい職場風土づくりや働く仲間が「おたがいさま」の気持ちで支え合うことができるよ

う公平性に配慮していくことがポイントになる。そこでも「イクボス」が要になってくる。

～「イクボス」ってどんな人？～
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おとこの気持ち・さんかくひとりごと

～国民の祝福を受けて～

ニュージーランドの首相が第一子を出産、６週間の産休に入るというニュースが流れ

ていた。首相が産休の間は副首相が首相代行するとのこと。国民からも母親になった首

相への好意的な祝福と応援メッセージがあった。

家庭を大切にするニュージーランドでは、母親になるという選択をした女性を、周囲

の人が積極的にサポートすることが多いという。それは首相であっても変わらない。妊

娠報告をした時に、アーダーン首相が「初めての子を育てる私たちをニュージーランド

が支援してくれるだろう」と語ったというが、子育ては母親だけが責任を負って行うの

ではなく、父親はもちろん、周囲の皆の手を借りながら行われるものだという考え方が

根づいているからこその言葉なのだろう。

ニュージーランドの女性が、世界に先駆けて選挙権を得てから125年。首相職と育児

を両立する一人の女性として国民は応援している。国会議員の４割を女性が占めるとい

うニュージーランドに対して日本は足元にも及ばない。今、衆議院で女性の占める割合

は１割程度だという。まだまだ「政治は男の仕事」という考え方が強いのだろうか…。

アーダーン首相は出産前に「すべての女性がスーパーウーマンで

あるべきだという間違った印象は与えたくない。自分がやるべきこ

とをこなせているのは、ものすごく多くのサポートをしてもらって

いるからで、私はかなり特別だと思う。」と語っていたという。感

謝する気持ちがあるからこそ国民の応援を得られるのだろう。久々

に素敵なニュースだった。

Ｑ．男女共同参画って知っていますか？

Ａ．知っている。説明はチョット…。

Ｑ．今までの職歴は？

Ａ．今は児童センターの仕事をしているが、その前は

46年間、屋外広告美術業（看板屋）の職人だった。

Ｑ．職場（看板屋）に、女性はいましたか？

Ａ．俺が就職したころは映画の看板が主流だったので

女性の職人はいなかった。今はパソコンでデータ作

成やペイントを使用しないところの素材調べ等があ

るので女性もこの業界に入って来た。

Ｑ．家庭で出来る家事はありますか？

Ａ．やろうと思えば出来ると思うが、やったことはな

い。

Ｑ．奥さんが病気のときも？

Ａ．娘がやってくれた（高校生だったから）。

Ｑ．奥さんの趣味を知っていますか？

Ａ．わからない。無いかも、俺も無いから。（笑）

Ｑ．旅はパートナーと？友人と？一人で？

Ａ．旅…。行かないなー。社員旅行くらい、かな。

Ｑ．バイセクシャルの人たちをどう思いますか？

Ａ．自分とは関係がないと思うから批判はしないが、

さて自分の身内となると考える。

Ｑ．これからの女性に望むことは？

Ａ．社会に対して甘えないで、忍耐を養ってほしい。

インタビューを終えて

～スローライフの人～

ひとつの仕事を40数年続けて今、推
薦され保護司をしている。仕事は大変
だが異業種の人と交流できることが新
鮮だと話す。出会ってから４回目には
結婚していたというエピソードにはびっ
くりしたが、普段は自分から進んで話
す人ではない静かな人である。この人
の周りはゆっくり時間が流れているよ
うな気がする。 梅

70代・団体職員・既婚
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★
活
動
内
容
は

も
と
も
と
の
成
り
立
ち
は
、
２
０

０
５
年
の
青
森
家
庭
少
年
問
題
研
究

会
か
ら
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
家
庭

裁
判
所
で
の
試
験
観
察
中
の
少
年
に

対
す
る
学
習
支
援
な
ど
が
契
機
と
な

り
、
そ
の
中
の
学
生
部
会
が
「
T
e
e
n
s

&
l
a
w
」
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
大
き
く
分
け

て
二
つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
法
律
分
野
（
l

a
w
）
で
の
活
動
と
も
う
一
つ
が
少
年

問
題
（
t
e
e
n
s
）
で
の
分
野
で
す
。

私
が
主
に
参
加
し
て
い
る
の
は
「
t

e
e
n
s
」
の
活
動
で
す
。
子
ど
も
の
支

援
活
動
は
、
現
在
定
期
的
に
や
っ
て

い
る
青
森
県
立
子
ど
も
自
立
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
で
の
学
習
支
援
。
弘
前
母

子
寡
婦
福
祉
会
さ
ん
が
開
催
し
て
い

る
「
サ
タ
デ
イ
☆
く
ら
ぶ
」
の
学
習

支
援
。
最
近
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
ザ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
作
り
を
兼
ね
て
、
夕

食
タ
イ
ム
を
設
け
た
学
習
会
も
始
め

ま
し
た
。

の
は
、
良
い
体
験
者
で
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
人
に
説
明
し
て
納
得
し
て
も

ら
う
に
は
、
自
分
自
身
が
見
て
、
聞

い
て
、
感
じ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
、
体
験
し
得
た
発
見
も
学
び
だ
と

思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
っ
て
天
才
だ
な
と
思
い
ま

す
。
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
き
に
一

番
顕
著
に
感
じ
ま
す
。
自
分
た
ち
が

考
え
付
か
な
い
よ
う
な
遊
び
方
を
思

い
つ
い
て
、
そ
れ
が
楽
し
い
。
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
子
ど
も
は
自
分
に
と
っ

て
先
生
で
も
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。

★
サ
ー
ク
ル
の
こ
れ
か
ら

サ
ー
ク
ル
の
活
動
自
体
が
あ
ま
り

人
の
目
に
触
れ
な
い
の
で
、
も
っ
と

広
く
み
な
さ
ん
に
活
動
を
知
っ
て
も

ら
い
認
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
活

動
の
見
学
な
ど
は
自
由
な
の
で
、
連

絡
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

連
絡
先
〈
y
m
g
c
0
8
2
4
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m〉

「男女・団体」紹介
ひ と グループ

弘
前
大
学
公
認
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
で
、
法
律
と
子
ど
も
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
te
e
n
s
&
la
w
」
元
代
表
の
山

口
夏
輝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

～
こ

こ
ろ

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
し

て
の

居
場

所
作

り
～

サタデイ☆くらぶの様子

山
口

夏
輝

さ
ん

弘
前

大
学

公
認

サ
ー

ク
ル
「

t
e
e
n
s
&
l
a
w
」

元
代

表

★
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
き
っ
か
け

も
と
も
と
教
師
を
目
指
し
教
育
学

部
に
入
り
、
子
ど
も
に
か
か
わ
る
こ

と
を
何
か
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
学
部
の
勉
強
の
中
で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
接
す
る
の
は
教
育
実
習

が
主
で
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
で
は
な
い
か
と
考
え
、
い
ろ
い

ろ
な
境
遇
の
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ

り
た
い
と
思
い
、
「
t
e
e
n
s
&
l
a
w
」
に

入
り
ま
し
た
。

★
支
援
活
動
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

自
分
が
楽
し
む
こ
と
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
勉
強
を
教
え
た
り
相
談
に

乗
っ
た
り
す
る
と
き
、
自
分
た
ち
は

何
か
を
教
え
る
立
場
で
あ
り
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
に
「
こ
う
い
う
こ
と
を

言
っ
た
ら
ど
ん
な
反
応
が
返
っ
て
く

る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
い

ま
す
。
「
し
て
あ
げ
る
」
と
い
う
姿
勢

で
臨
む
の
で
は
な
く
「
子
ど
も
と
か

か
わ
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い

る
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て

子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
ま
す
。

★
大
変
だ
っ
た
こ
と

２
年
生
の
と
き
に
人
数
が
少
な
い

状
態
で
代
表
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー

ク
ル
に
入
っ
て
も
や
め
て
し
ま
っ
た

り
、
後
輩
の
加
入
も
少
な
か
っ
た
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
は
ど

う
し
て
も
活
動
の
中
で
し
か
学
生
同

士
の
接
触
が
な
い
た
め
、
つ
な
が
り

が
で
き
に
く
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ

で
月
一
回

メ
ン

バ
ー
同
士
が
楽
し
め

る
活
動
を

企
画
し
た
と
こ
ろ

仲
良
く

な
り
、

組
織
と
し
て
の

縦
と

横
の
つ

な
が
り
も
で
き
て
人
数
が

増
え
て
い

き
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が
得
る
こ

と
も
多
か
っ
た
で
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
か
ら

以
前
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ

て
い
て
「
い
つ
も

忙
し
い
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
「
大
学
生
は

誰
か
に

や
ら
さ
れ
て
い
る

義
務
感
は
少
し
も

無
い
」
と
思
い
「
大
学
生
は

忙
し
く

な
い
」
と
い
う
の
を

根
本
に

お
き
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
、
考
え
方
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル

以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
の
中
で
「
良
い
指

導
者
と
い
う

マザーフィールドとの活動の様

子（上）商工会議所での学習支

援（下）ヒロロにて食生活改善推

進員の方と夕食の準備

teens&lawのメンバー



7

利用者・利用団体紹介

来年は結成30周年を迎えます

弘
前

市
民

参
画

セ
ン

タ
ー

利
用

団
体

紹
介

ア
ム

ネ
ス

テ
ィ

・

イ
ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

日
本

弘
前

グ
ル

ー
プ

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
１
９
６
１
年
に

イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
た
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
す
。

そ
の
活
動
は
、
一
言
で
言
う
と

「
世
界
人
権
宣
言
の
精
神
の
実

現
」
を
目
標
と
す
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
思
想
信
条
や
宗
教
、

言
論
、
ま
た
は
社
会
的
身
分
な

ど
を
理
由
に
捕
ら
え
ら
れ
た
り
、

迫
害
を
受
け
る
非
暴
力
の
人
た

ち
、
多
く
は
無
名
の
一
般
人
で

あ
る
「
良
心
の
囚
人
」
の
釈
放

を
求
め
て
、
各
国
の
首
相
や
大

統
領
、
責
任
者
に
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
出
し
た
り
、
人
権
救

済
を
国
内
外
の
世
論
に
訴
え
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
政
治
的
・
宗
教
的
に
中

立
な
国
際
的
活
動
が
認
め
ら
れ
、
１

９
７
７
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
、

翌
年
に
は
国
連
人
権
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
国
際
的
な
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
に
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て

死
刑
制
度
の
廃
止
を
訴
え
た
り
、
近

年
で
は
難
民
救
済
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
差
別

に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
に
は
支
部
と
し
て
「
公
益
社

団
法
人
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
」
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
弘
前
グ
ル
ー
プ
は
賛
助
会

員
を
含
め
て
現
在

18名
ほ
ど
の
小
さ

な
団
体
で
す
が
、
青
森
県
内
唯
一
の

グ
ル
ー
プ
と
し
て
「
人
権
」
と
い
う

大
き
な
テ
ー
マ
に
必
死
に
取
り
組
む

う
ち
に
、
来
年
メ
デ
タ
ク
も
結
成

30

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

先
祖
返
り
の
よ
う
な
様
相
を
見
せ

る

21世
紀
…
理
念
・
理
想
と
現
実
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、
例
え
１
セ
ン
チ
で

も
縮
め
ら
れ
た
ら
…
と
の
思
い
で
参

画
セ
ン
タ
ー
で
月
例
会
（
原
則
第
３

土
曜
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
国
際
人
権
活
動
」
と
い
う
割
に
は

慎
ま
し
い
例
会
で
す
が
…
「
人
権
」

や
「
自
由
」
に
関
心
の
あ
る
方
の
見

学
や
飛
び
入
り
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ム

ネ
ス

テ
ィ

弘
前

グ
ル

ー
プ

運
営

担
当

横
田

郁
子

◆センターの利用目的と利用頻度は？

個人的には散歩コースの合間に立ち寄り、新聞を見たり

情報誌を読んで情報を収集したりしています。また、同

窓会の打ち合わせや趣味などの文章整理などに使わせて

もらっています。頻度は多いときには週３～４回、少な

くても週１回は利用しています。

◆センターを利用してみた感想をお聞かせください。

コピー機や印刷機などを使うときに、職員さんに聞くと

優しく教えてくれます。ありがたいと思っています。

◆センターに要望はありますか？

いつも掃除が行き届いていて気持ち良く使わせてもらっ

ています。私は自転車で来ているので不便はないですが、

車を利用している人からは、駐車場が少ないという声は

聞きます。それから、３階のグループ活動室を利用して

いたとき、隣から声漏れがしていて気になることがあり

ました。何か良い対策があるといいですね。

◆「男女共同参画」についての感想をお聞かせください。

何回も「男女共同参画」という言葉を聞いていますが、

正直きちんと理解していないのではないかと思います。

女性の目から見ての声をもっとあげてほしいですね。私

は「対話と交流」を大切にしています。お互いありのま

まを認め合い、意見が言えるようになったときにヒント

が生じるのではないでしょうか。今後に期待します。

◆「今、一番」の楽しみは何でしょうか？

家で大好きな池上彰さんのテレビ番組を見ながら晩酌す

るのが楽しみです。子どもにも大人にもわかりやすく説

明してくれる教養がある人です。歴史物も好きです。ま

だまだ世の中のことが知りたい、興味を持ち続けていき

たいと思います。

センター利用者に突撃インタビュー

世界人権デー企画「ライティング・マラソン」
世界中で不当に拘束されている方々の釈放を

求める手紙作成の様子（2017.12.7）

いろいろなことに興味を持っていらしゃ
るので年齢よりずっと若く感じました。お
話が上手で楽しく聞かせてもらえたので時
間もあっという間に過ぎてしまいました。
素敵に過ごしておられる様子がうらやまし
く感じました。 by のん

７０代・男性
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●臨時休館日●

市民参画センターは
８月28日（月）・29日（火）の２日間、
施設点検等のため休館します。

平成29年度利用状況報告

☆弘前市民参画センター

利用場所

利用者数

29年度 28年度

グループ活動室 14,528 15,019

ふれあいホール等 9,638 10,059

利用者数計（小計） 24,166 25,078

見学者 5 16

合計 24,171 25,094

利用団体

利用目的

公共団体 一般団体 合計

件数 人数 件数 人数 件数 人数

会議 15 245 288 3,405 303 3,650

講習会・研修会・
勉強会・講座

4 223 783 9,815 787 10,038

講演会・フォーラム 0 0 7 265 7 265

その他 14 447 11 128 25 575

合計 33 915 1,089 13,613 1,122 14,528
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利用件数
29年度 28年度

依頼件数 預かり人数 依頼件数 預かり人数

個人 118 130 240 269

団体 35 62 29 78

計 153 192 269 347
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弘前市民参画センター
〒036-8355 弘前市大字元寺町1番地13

TEL 0172-31-2500

FAX 0172-36-1822

開館時間 9:00～22:00

休館日 12月28日～１月３日

http://www.city.hirosaki.aomori.jp/sankaku/
（市民文化スポーツ部 市民協働政策課 市民参画センター発行）

【参画だよりに関するご意見、ご感想をお寄せください】

☆子育てサポートシステム さんかくネット
★さんかくネット利用件数・人数
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「未来のだるまちゃんへ」

著 者 かこさとし
発行所 文春文庫

今年の５月初め逝去された絵本作家である著

者が自叙伝として残した本である。５年前、88

歳の時に書いたものである。「だるまちゃんシリー

ズ」は読んだことがなくても多くの人が書店で

見かけたことがあるのではないだろうか。

敗戦を迎えた時19歳だった著者は近視が進ん

で軍人にはなれなかったが、軍人を志した同級

生たちはみんな死んでしまった。自分はその生

き残り…というより「死に残り」という思いが

強く、死に残りの自分は何の償いもできずにお

めおめと生きていくのかと考えると本当に自分

がだらしなく、はずかしい大人であり必要のな

い人間に思えたという。

自分は何をすればいいのか、どうしたら生き

ていけるのか、なかなか出口の見えない自問自

答の日々を送り、行き着いたところが子どもた

ちのために何かお役に立てないだろうかという

ことだった。これからを生きていく子どもたち

が自分の目で見て、自分の頭で考え、自分の力

で判断し行動する賢さを持つようになってほし

い。と考えた時、昭和20年からの著者の人生が

始まったように思えたとのこと。

本の中には著者が「不肖の父」と呼ぶ父親と

のやりとりが出てくる。子どものことを思って

いるようで何にもわかっちゃいないという父、「い

るよなぁ～こんな大人」自分も含めてだけど…。

著者がこれまで出会った子どもたちの行動か

ら見えてくること、感じたことなど満載である。

大事なことはすべて子どもたちから教わったと

記す。子どもたちの自由な遊びの中から、未知

数で意外性の満ち溢れたエネルギーを感じとる。

このエネルギーこそが子どもの生きる力、可能

性そのもだという。 by komori

タイトル

～子どもたちが先生だった～

本 の 紹 介

編 集 後 記
読む側から作る側へ、参加者から主催者へ立場が変わ

り、内側から見ると、また新たな気付きがあり「わくわ
く」しています。インタビューを見ていても、好奇心あ
る方は、いきいきしていて年齢よりお若く感じました。
自分もあやかれるよう頑張ります。 直


